
第 1 4 2 号

次回の議会だより 143 号（２月 1 日発行　発行部数 約15300部）の表紙写真を

募集します。テーマは「三芳町の写真」です。三芳町に関する写真であれば何でも可。

詳しくは三芳町公式ウェブサイト→三芳町議会でごらんいただくか、議会事務局ま

でお問い合わせください。みなさまのご応募お待ちしております。

竹間沢の朝　撮影者：浅見さん（竹間沢在住）
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一般会計決算審査の主な内容

３
◆◆平成 22年度　一般会計決算◆◆

主
な
質
疑
（
歳
入
）

◆
町
民
税個

人
町
民
税
の
給
与
所
得
者
の

決
算
金
額
が
昨
年
度
よ
り
も

減
っ
て
い
る
が
要
因
は
。

景
気
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
給
与

者
の
給
料
が
減
っ
て
い
る
た
め
。

主
な
質
疑
（
歳
出
）

◆
総
務
費固

定
資
産
税
の
状
況
把
握
の
た

め
の
空
中
写
真
撮
影
及
び
写
真

図
作
成
業
務
委
託
料
は
、
毎
年
同
じ
業

者
が
指
名
さ
れ
て
い
て
、
指
名
競
争
入

札
の
あ
り
方
と
し
て
は
不
適
切
で
は
な

い
か
。

空
撮
を
で
き
る
業
者
に
つ
い
て

は
実
績
等
を
確
認
し
な
が
ら
、

公
平
、
公
正
、
競
争
性
、
透
明
性
を
高

め
る
べ
く
、
最
善
の
注
意
を
払
っ
て
指

名
、
契
約
に
臨
ん
で
い
き
た
い
。

職
員
厚
生
費
と
し
て
、
今
年
度

は
１
人
当
た
り
３
５
０
０
円
を

友
和
会
に
拠
出
し
て
い
る
が
、
使
途
内

容
は
。

事
業
報
告
の
中
で
は
、
映
画
鑑

賞
券
の
補
助
事
業
・
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
、
施
設
利
用
の
補
助
、
と
な
っ

て
い
る
。

◆
民
生
費緊

急
時
連
絡
シ
ス
テ
ム
通
報
装

置
の
２
３
７
台
の
借
り
上
げ
に

つ
い
て
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
へ
の
安

心
感
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
施
策
だ

が
、
ふ
だ
ん
家
の
中
で
も
持
ち
歩
か
な

い
ケ
ー
ス
が
結
構
あ
る
。
啓
発
等
も
必

要
で
は
な
い
か
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の

安
否
の
確
認
、
緊
急
の
場
合
の

早
期
に
発
見
と
い
う
意
味
で
、
大
変
重

要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
、
今
後
、

広
報
等
を
使
っ
て
周
知
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

個
人
町
民
税
減
少
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
施

策
に
反
対

日
本
共
産
党

景
気
低
迷
で
個
人
町
民
税
減
少
。

生
活
が
大
変
に
な
っ
て
い
る
中
で
の
、

民
間
駐
輪
場
利
用
学
生
補
助
の
廃

止
、
指
定
管
理
者
制
度
拡
大
、
正
規

職
員
削
減
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

に
通
ず
る
こ
と
で
反
対
。

今
後
、
町
は
、
ね
た
き
り
老
人
手

当
存
続
と
扶
助
費
増
額
、
公
民
館
利

用
登
録
団
体
﹁
減
免
規
定
﹂
存
続
、農
・

商
業
予
算
増
を
求
め
る
。

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

様
々
な
施
策
を
評
価公

明
党

町
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
学

校
耐
震
補
強
工
事
、
集
会
所
建
設
設

計
委
託
、
中
学
３
年
ま
で
の
こ
ど
も

医
療
費
無
料
化
、
女
性
特
有
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
、
雨
水
対
策
等
の

事
業
を
実
施
し
、
様
々
な
住
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
努
力
が
さ
れ
評
価
す

る
。
さ
ら
に
災
害
時
の
危
機
管
理
体

制
と
防
災
対
策
の
充
実
・
予
防
ワ
ク

チ
ン
助
成
を
要
望
す
る
。

︻
議
会
か
ら
の
意
見
︼

●
耐
震
改
修
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
住

民
が
よ
り
使
い
や
す
い
制
度
に
改
善

を
図
る
べ
き
。

●
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
国
で
は
が
ん

検
診
受
診
率
50
％
以
上
を
目
標
と
し

て
い
る
。
住
民
が
受
診
し
や
す
い
環

境
整
備
を
求
め
る
。

●
基
幹
産
業
の
育
成
に
つ
い
て
、農
・
商
・

工
業
の
振
興
計
画
を
し
っ
か
り
と
示

し
た
う
え
で
、
予
算
の
増
額
を
求
め

る
。 

 一般会計一般会計
歳入総額歳入総額 127127億億91379137万円万円

前年度に比べ2.0％減 

一般会計一般会計
歳出総額歳出総額

決算平成22年度
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２2

平
成
23
年　

第 

７ 

回 

定 

例 

会　
︹
９
月
１
日
〜
９
月
30
日
︺

今定例会の

あ ら ま し

平
成
23
年
第
７
回
三
芳
町
議
会
定
例
会
は
、
30
日
間
の
会
期
に

わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
町
長
提
出
の
、
報
告
３
件
、
議
案
12
件
、

認
定
７
件
、
同
意
２
件
を
原
案
ど
お
り
﹃
可
決
・
認
定
・
同
意
﹄

し
ま
し
た
。
ま
た
、
﹁
請
願
第
２
号　

公
契
約
条
例
の
制
定
を
求

め
る
請
願
に
つ
い
て
﹂
、
﹁
請
願
第
４
号　

藤
久
保
公
民
館
の
カ
ラ

オ
ケ
機
器
の
入
替
え
に
つ
い
て
﹂
の
請
願
２
件
は
審
議
の
結
果
﹃
不

採
択
﹄
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
﹁
要
望
第
３
号　

要
望
書
﹂
、
﹁
要

望
第
５
号　

要
望
書
﹂
の
要
望
２
件
は
、
審
議
の
結
果
﹃
採
択
﹄

と
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
13
名
の
議
員
が
３
日
間
の
日
程
で
行

い
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
様
々
な
議
論
を
活
発
に
交
わ
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
の
議
案
に
つ
い
て
は
発
議
１
件
を
原
案
の
と
お
り

﹃
可
決
﹄
し
、
意
見
書
は
提
出
さ
れ
た
２
件
を
﹃
可
決
﹄
し
ま
し
た
。

◆◆平成 22年度　一般会計決算◆◆

決算特別委員会構成
（13 名）

委　員　長　秋坂　　豊

副委員長　吉村美津子

委　　員　菊地　浩二
　　　　　久保　健二
　　　　　細田　家永
　　　　　拔井　尚男
　　　　　井田　和宏
　　　　　石田　豊旗
　　　　　増田　磨美
　　　　　小松　伸介
　　　　　岩城　桂子
　　　　　内藤美佐子
　　　　　杉本　しげ

　

今
ま
で
、
決
算
認
定
の
審
議
は
本
会
議
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
決
算
内
容
を
、

よ
り
詳
細
ま
で
確
認
し
、
審
査
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
今
回
か
ら
決
算
特
別

委
員
会
で
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
審
査
は
３
日
間
で
行
わ
れ
、
質
疑
終
了
後
、
議
員
間
の
自
由
討
議

を
経
て
全
て
の
決
算
を
﹁
認
定
す
べ
き
も
の
﹂
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
を
受
け
、
本
会
議
で
採
決
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
全
て
の
決
算
を
原
案

ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

 121121億億76927692万円万円
前年度に比べ1.6％減 

認定 認
定
認
定
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５ ◆◆発議・条例改正・補正予算◆◆５

発

議

三
芳
町
議
会
基
本
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、﹁
市
町
村
基
本
構
想
の
策
定
義

務
﹂
が
廃
止
さ
れ
、
議
会
の
議
決

事
項
か
ら
外
れ
ま
し
た
が
、
町
の

重
要
な
計
画
で
あ
る
基
本
構
想
の

策
定
、
変
更
ま
た
は
廃
止
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
議
決
事
項
と
し
て
、

基
本
条
例
で
定
め
て
お
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

補

正

予

算

一

般

会

計
　

︵
補
正
第
４
号
︶

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
５
６

６
８
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
１
７
億
５
８
６
９

万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
主
な
補
正
内
容
︵
歳
出
︶
◆

●
民
生
費

・
要
援
護
者
マ
ッ
プ
作
成
補
助
事
業

　
　
　

１
８
１
万
６
千
円

　

要
援
護
者
︵
高
齢
者
の
う
ち

支
援
を
要
す
る
人
々
︶
台
帳
、

マ
ッ
プ
の
作
成
事
業
の
支
援
を

行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

●
土
木
費

・
既
存
住
宅
耐
震
改
修
助
成
金20

万
円

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
手
し
た
一
戸
建
て
の
住
宅
︵
併

用
住
宅
︶並
び
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
等
の
建
築
物
に
対
す
る
耐

震
改
修
が
対
象
と
な
る
も
の
で

す
。

一

般

会

計
　

︵
補
正
第
５
号
︶

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
12
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
を
そ
れ

ぞ
れ
１
１
７
億
５
８
８
１
万
２
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

◆
主
な
補
正
内
容
︵
歳
出
︶
◆

●
教
育
費

・
地
域
拠
点
施
設
建
築
計
画

　

策
定
委
員
謝
礼

12
万
円

　

中
央
公
民
館
に
代
わ
る
地
域

拠
点
施
設
建
築
計
画
を
策
定
す

る
た
め
の
委
員
会
委
員
の
謝
礼

で
す
。

条

例

改

正

三
芳
町
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
対
象
と
な

る
遺
族
の
範
囲
に
、
死
亡
し
た
者

の
死
亡
当
時
に
お
け
る
兄
弟
姉
妹

︵
死
亡
し
た
者
の
死
亡
当
時
そ
の
者

と
同
居
し
、
ま
た
は
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
た
者
に
限
る
︶
を
加
え
る

た
め
の
改
正
で
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
し
た
者
の
死
亡

当
時
に
お
け
る
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
ま
た
は
祖
父
母
の
い
ず
れ
も
が

存
し
な
い
場
合
に
限
る
も
の
で
す
。

災
害
弔
慰
金
の

支
給
対
象
者
拡

大
に
賛
成
す
る

公
明
党

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

災
害
弔
慰
金
の
支
給
対
象
者

を
、
死
亡
者
と
同
居
ま
た
は
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
兄
弟

姉
妹
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
賛

成
と
す
る
。

同

意

　

次
の
と
お
り
選
任
・
任
命
し
た

い
と
同
意
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
適
任
と
認
め
同
意
す
る
こ
と

と
決
定
し
ま
し
た
。

●
三
芳
町
固
定
資
産
評
価

　

審
査
委
員
会
委
員

　

荻
島　

満
夫 
氏

●
三
芳
町
教
育
委
員
会
委
員

　

池
上　

善
一 

氏

補

正

予

算

水
道
事
業
会
計
︵
補
正
第
１
号
︶

　

収
益
的
支
出
の
水
道
事
業
費
用
に
77
万
２
千
円
を

加
え
、
支
出
予
定
額
を
７
億
５
５
７
４
万
円
と
す
る
。

●
水
道
事
業
費

・
放
射
性
物
質
水
質
検
査
業
務
委
託
料　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

77
万
２
千
円

水
道
水
中
の
放
射
性
物
質
の
検
査
を
行
う
た
め
の

費
用
で
す
。

第６回臨時会の主な審議内容
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４◆◆平成 22年度　特別会計決算◆◆

特
別
会
計
決
算

認定

 
国
民
健
康
保
険

 
特

別

会

計

歳
入
総
額

41
億
６
３
０
８
万
３
８
７
７
円

歳
出
総
額

38
億
８
４
６
７
万
７
１
５
８
円

差
引
残
額

2
億
７
８
４
０
万
６
７
１
９
円

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
数
は
１

万
１
９
５
５
人
、
国
民
健
康
保
険

税
納
入
額
は
９
億
６
５
０
２
万
３

千
円
。

　

国
の
療
養
給
付
費
負
担
金
割
合

は
34
％
の
５
億
３
４
７
１
万
７
千

円
。

　

差
引
額
は
、
翌
年
度
︵
平
成
23

年
度
︶
へ
繰
り
越
さ
れ
ま
す
。

主
な
質
疑保

険
税
の
徴
収
に
関
し
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

収
納
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
成

果
は
。

利
便
性
の
良
さ
で
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納

付
件
数
が
伸
び
、
６
５
２
６
件
の

利
用
が
あ
っ
た
。

出
産
育
児
一
時
金
が
、
予

算
よ
り
も
件
数
が
ふ
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
若
者
が
リ
ス
ト

ラ
等
で
国
保
に
移
行
し
て
き
て
い

る
の
か
。住

民
全
体
の
出
生
件
数
が

微
増
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

昨
年
の
比
較
で
ふ
え
て
い
る
状
況
。

認定

 

老

人

保

健

 

特

別

会

計

歳
入
総
額６

８
０
万
５
２
３
１
円

歳
出
総
額６

８
０
万
５
２
３
１
円

差
引
残
額

０
円

認定

 

介

護

保

険

 

特

別

会

計

歳
入
総
額

13
億
８
３
６
９
万
４
１
７
４
円

歳
出
総
額

13
億
２
８
１
１
万
１
５
３
２
円

差
引
残
額

５
５
５
８
万
２
６
４
２
円

　

第
１
号
被
保
険
者
が
支
払
っ
た

保
険
料
は
２
億
８
０
４
０
万
５
千

円
。

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費

に
使
う
と
さ
れ
た
予
算
額
は
６
億

８
２
７
９
万
７
千
円
で
し
た
が
、
実

際
使
っ
た
支
出
済
み
額
は
、
４
億
７

２
４
３
万
３
千
円
で
、
不
用
額
は
２

億
１
０
３
６
万
５
千
円
で
し
た
。

主
な
質
疑介

護
予
防
事
業
費
の
委
託

料
が
、
予
算
に
対
し
て
実

績
が
余
り
に
も
低
い
。
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

予
防
事
業
に
関
し
て
今
年

度
で
き
な
い
部
分
が
あ
っ

た
。
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
行

う
予
定
で
あ
っ
た
生
活
機
能
評
価

を
２
市
１
町
で
共
同
し
、
75
歳
以

上
を
対
象
に
し
た
も
の
も
あ
る
。

︻
議
会
か
ら
の
意
見
︼

　

保
険
給
付
費
準
備
基
金
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を
立
て
、

約
３
億
円
を
取
り
崩
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
に
見
合
う
保
険
料
の
設
定
を

求
め
る
。

認定

 

後
期
高
齢
者
医
療

 

特

別

会

計

歳
入
総
額

２
億
５
３
１
２
万
５
４
０
８
円

歳
出
総
額

２
億
５
１
１
３
万
１
６
２
０
円

差
引
残
額１

９
９
万
３
７
８
８
円

認定

 

下
水
道
事
業

 

特

別

会

計

歳
入
総
額

10
億
４
７
２
９
万
８
９
１
７
円

歳
出
総
額

8
億
４
１
６
９
万
３
５
２
２
円

差
引
残
額

2
億
５
６
０
万
５
３
９
５
円

主
な
質
疑

特
定
事
業
場
等
排
出
水
分

析
調
査
に
つ
い
て
、
こ
の
調

査
は
抜
き
打
ち
で
実
施
し
て
い
る

の
か
。

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

調
査
料
に
つ
い
て
は
事
業

者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

現
在
は
町
で
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

認定

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
支

収
入 

７
億
３
２
６
６
万
５
３
０
９
円

支
出 

７
億
４
３
１
３
万
５
６
７
４
円

資
本
的
収
支

収
入 

１
億
６
６
８
５
万
９
９
０
２
円

支
出 

３
億
８
１
３
８
万
１
３
０
２
円

主
な
質
疑

大
口
の
地
下
水
を
利
用
し

て
い
る
事
業
者
に
対
し
、
給

水
収
益
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
、

町
の
水
道
水
を
一
部
で
も
利
用
す
る

よ
う
交
渉
で
き
な
い
か
。

担
当
課
と
し
て
も
、
今
後
も

町
水
道
へ
の
切
り
か
え
を
推

進
し
た
い
。

配
水
池
耐
震
補
強
工
事
に

つ
い
て
入
札
時
の
落
札
金

額
と
決
算
で
差
額
が
あ
る
要
因
は
。

着
工
の
際
、
修
繕
の
必
要
な

箇
所
が
あ
り
、
当
初
設
計

に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
設
計

変
更
と
し
て
修
理
し
た
た
め
。
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議案等

番　号
議　案　等　の　名　称

いぶき
日　本
共産党

公明党

石

田

豊

旗

井

田

和

宏

拔

井

尚

男

杉

本

し

げ

吉
村
美
津
子

増

田

磨

美

小

松

伸

介

岩

城

桂

子

内
藤
美
佐
子

菊

地

浩

二

久

保

健

二

細

田

家

永

山

口

正

史

山

田

政

弘

秋

坂　

豊

● 第６回臨時会 ●

議案 33 号 平成 23 年度三芳町水道事業会計補正予算（第１号）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

● 第７回定例会 ●

発 議７号 三芳町議会基本条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

報 告５号 平成 22 年度三芳町健全化判断比率の報告について 報告のみ

報 告６号
平成 22 年度三芳町下水道事業特別会計資金不足比率の
報告について

報告のみ

報 告７号 平成 22 年度三芳町水道事業会計資金不足比率の報告に
ついて

報告のみ

議案 34 号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 35 号 スポーツ基本法施行に伴う関係条例の整理に関する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 36 号 三芳町道路線の廃止について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 37 号 三芳町道路線の認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 38 号 埼玉県西部第一広域行政推進協議会の廃止について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 39 号 埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数
の減少、同組合の規約の変更及び財産処分について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

同 意８号 三芳町固定資産評価審査委員の選任同意について 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

同 意９号 三芳町教育委員会委員の任命同意について 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 40 号 平成 23 年度三芳町一般会計補正予算（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 41 号 平成 23 年度三芳町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 42 号 平成 23 年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第１号）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 43 号 平成23年度三芳町下水道事業特別会計補正予算（第１号）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 44 号 平成 23 年度三芳町水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

認 定１号 平成 22 年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定 ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

認 定２号 平成 22 年度三芳町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について

原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

認 定３号 平成 22 年度三芳町老人保健特別会計歳入歳出決算認定
について

原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

認 定４号 平成 22 年度三芳町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について

原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

認 定５号 平成 22 年度三芳町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について

原案認定 ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

認 定６号 平成 22 年度三芳町下水道事業特別会計歳入歳出決算認
定について

原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

認 定７号 平成 22 年度三芳町水道事業会計決算認定について 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 45 号 平成 23 年度三芳町一般会計補正予算（第５号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

請 願２号 公契約条例の制定を求める請願について 不採択 × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×
議

長
○

請 願４号 藤久保公民館のカラオケ機器の入替えについて 不採択 × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ×
議

長
○

要 望３号 要望書「こぶしの里の環境整備について」 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

要 望５号 要望書「放射線量の測定について」 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

意見書10号 原子力発電の段階的縮小、廃止を含むエネルギー政策の
見直しを求める意見書について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

意見書11号 被ばく線量の限度を子ども「年１ミリシーベルト」基準
へ戻すことを求める意見書について

原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議
員
名　

結
果

○賛成　× 反対

５７ ◆◆審議結果と議員ごとの賛否内訳◆◆
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６◆◆請願・要望◆◆

公
契
約
条
例
の
制
定
を

求
め
る
請
願
に
つ
い
て

●
請
願
趣
旨

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
労
働
者

の
底
支
え
を
す
る
た
め
に
も
﹁
公
契
約
条

例
の
制
定
﹂
を
求
め
ま
す
。

●
審
査
経
過

　

本
請
願
は
、
６
月
議
会
で
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
請
願

者
か
ら
趣
旨
説
明
及
び
質
疑
応
答
を
行

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
、
他
市
の
案
件

等
を
調
査
研
究
し
、
審
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
各
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
出

ま
し
た
。

①
最
低
賃
金
を
い
か
に
保
障
す
る
か
と

い
う
こ
と
が
根
底
に
あ
る
の
で
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

②
建
設
労
働
者
の
労
働
環
境
の
整
備
、

賃
金
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の

業
界
も
見
直
す
こ
と
に
な
る
の
で
、

公
契
約
は
重
視
す
べ
き
。

③
条
例
を
制
定
し
て
も
法
に
違
反
し
な

い
と
思
う
。
労
働
者
の
最
低
賃
金
が

確
保
さ
れ
れ
ば
、
雇
用
、
暮
ら
し
の

安
定
に
も
つ
な
が
り
、
三
芳
町
の
地

域
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
少
数
意
見
の
留
保

の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
で
は
地
方
自
治
法
第
14
条
第
１
項

の
規
定
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、

労
働
者
の
賃
金
の
問
題
は
国
に
お
い
て
全

国
的
に
解
決
す
べ
き
問
題
と
言
わ
ざ
る

を
得
ず
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
表
明

い
た
し
ま
す
。
以
上
の
経
過
を
踏
ま
え
、

採
決
の
結
果
﹁
採
択
す
べ
き
も
の
﹂
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

●
審
議
結
果

　

こ
の
委
員
会
及
び
少
数
意
見
の
留
保

の
報
告
を
受
け
、
本
会
議
で
審
議
し
た

結
果
、
本
請
願
は
﹃
不
採
択
﹄
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

公
共
団
体
が
労
働
者

賃
金
に
介
入
す
べ
き

で
は
な
い

　

労
働
者
の
賃
金
は
、
使
用
者
と
労

働
者
の
労
働
契
約
の
中
で
相
互
の
合

意
で
定
め
る
も
の
で
、
労
働
者
の
最

低
労
働
賃
金
は
、
最
低
賃
金
法
で
保

障
さ
れ
て
い
る
。

　

公
共
団
体
が
労
働
者
の
賃
金
に
介

入
す
る
こ
と
は
、
民
間
企
業
の
原
動

力
と
な
っ
て
い
る
競
争
の
原
理
を
著

し
く
侵
す
も
の
で
、
資
本
主
義
社
会

の
市
場
原
理
を
侵
す
も
の
で
あ
る
。

雇
用
の
安
定
が
住
民

福
祉
の
向
上
に
つ
な

が
る

　

公
契
約
条
例
は
、
公
共
事
業
に
従

事
す
る
も
の
の
適
正
な
労
働
条
件
を

確
保
す
る
た
め
、
最
低
賃
金
な
ど
を

定
め
、
相
手
業
者
と
契
約
す
る
も
の

で
す
。

　

労
働
者
の
雇
用
が
安
定
す
れ
ば
良

質
な
仕
事
が
提
供
さ
れ
、
完
成
物
は

良
好
な
物
と
な
り
ま
す
。
地
域
経
済

も
発
展
し
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
に

つ
な
が
り
ま
す
。

藤
久
保
公
民
館
の
カ
ラ
オ
ケ

機
器
の
入
替
え
に
つ
い
て

●
請
願
趣
旨

　

藤
久
保
公
民
館
の
カ
ラ
オ
ケ
機
は
、

選
曲
が
少
な
く
有
効
に
利
用
で
き
る
状

況
で
は
な
い
の
で
、
是
非
と
も
カ
ラ
オ
ケ

機
器
の
入
替
え
を
し
て
い
た
だ
き
、
高
齢

者
が
趣
味
や
運
動
・
世
代
交
流
な
ど
を

通
し
、
元
気
に
健
康
で
い
ら
れ
る
、
町
づ

く
り
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
積
極
的
な
取

り
組
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
審
査
経
過

　

本
請
願
は
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
の

中
で
各
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が

出
ま
し
た
。

①
公
民
館
と
し
て
の
目
的
か
ら
逸
脱
し

て
は
い
な
い
か
。

②
視
聴
覚
室
だ
け
で
も
防
音
工
事
を
し

て
、
カ
ラ
オ
ケ
機
器
を
整
備
し
て
は

ど
う
か
。

③
カ
ラ
オ
ケ
機
器
を
入
れ
る
と
公
民
館

の
形
態
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
。

④
現
存
の
カ
ラ
オ
ケ
機
器
が
使
え
る
の
で

あ
れ
ば
買
い
替
え
る
必
要
は
な
い
。

⑤
費
用
や
効
果
を
考
え
る
と
現
状
で
は

難
し
い
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
、
採
決
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
賛
成
少
数
に
て
﹁
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
﹂
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

●
審
議
結
果

　

こ
の
委
員
会
報
告
を
受
け
、
本
会
議

で
審
議
し
た
と
こ
ろ
、
本
請
願
は
﹃
不
採

択
﹄
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
ぶ
し
の
里
の
環
境
整
備
に

つ
い
て

●
要
望
趣
旨

　

平
成
14
年
よ
り
﹁
こ
ぶ
し
の
里
﹂
に
子

ど
も
の
頃
に
飛
ん
で
い
た
ホ
タ
ル
を
回
帰

育
成
す
る
活
動
を
続
け
、
一
昨
年
よ
り
ホ

タ
ル
観
賞
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
を
鑑
賞
す
る
皆
様
の
安
全
確

保
の
た
め
通
路
・
観
覧
席
の
拡
幅
な
ど
、

環
境
整
備
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

●
審
査
経
過

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
審
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
各
委
員

か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

①
鑑
賞
に
来
ら
れ
た
方
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
対
応
が
必
要
で
あ

る
。

②
ほ
た
る
育
成
会
は
県
の
補
助
金
で
運

営
さ
れ
て
い
る
が
、
補
助
金
で
は
不

足
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
町
か

ら
の
援
助
が
必
要
で
あ
る
。

③
服
装
の
整
備
だ
け
を
援
助
す
る
こ
と

は
、
他
の
団
体
と
の
兼
ね
合
い
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
状
の
補
助

金
で
対
応
す
べ
き
。

　

以
上
の
経
過
を
踏
ま
え
、
採
決
の
結
果

﹁
採
択
す
べ
き
も
の
﹂
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

●
審
議
結
果

　

こ
の
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
本
会

議
で
審
議
し
た
結
果
、本
要
望
は
﹁
採
択
﹂

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

放
射
線
量
の
測
定
に
つ
い
て

●
要
望
趣
旨

　

原
発
事
故
に
よ
り
膨
大
な
量
の
放
射

能
が
拡
散
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
の
要
望

し
た
場
所
の
放
射
線
量
の
測
定
や
、
高

性
能
食
品
放
射
能
検
査
機
器
を
購
入
し
、

給
食
や
町
民
が
持
ち
込
ん
だ
食
品
の
測

定
を
要
望
し
ま
す
。　

●
審
査
経
過

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
審
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
各
委
員

か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

①
町
内
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
は
、

保
育
所
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
広
い

範
囲
の
測
定
が
必
要
。

②
町
民
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
所
の
空

間
放
射
線
量
測
定
を
町
が
行
い
、
測

定
に
あ
た
っ
て
は
町
民
が
立
ち
会
う

べ
き
。

③
放
射
線
量
が
高
い
場
所
の
除
染
を
行

う
べ
き
。

④
高
性
能
な
食
品
放
射
線
測
定
器
を
購

入
し
、
住
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保

す
べ
き
。

⑤
給
食
の
食
品
放
射
線
量
測
定
は
、
子

ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
も
重

要
。

　

以
上
の
経
過
を
踏
ま
え
、
採
決
の
結
果

﹁
採
択
す
べ
き
も
の
﹂
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

●
審
議
結
果

　

こ
の
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
本
会

議
で
審
議
し
た
結
果
、本
要
望
は
﹁
採
択
﹂

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

不採択

採択

採択

不採択
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